
アンケート等の結果を受けた基本構想の方向性について             R6.11.8 第３回総合計画審議会  資料２  

１ 

A 人口構造の変化 

○ 人口減少、少子高齢化の進行 

○ 若者世代の首都圏への集中 

B 社会・経済の変化 

○ Society5.0、DX の進展 

○ 産業構造の変化 

○ 働き方の多様化 

C くらしの変化 

○ 人生 100 年時代の到来 

○ 共生社会の形成 

○ 多様性の受容、多文化共生 

D 環境の変化 

○ 脱炭素社会への移行、GX の進展 

○ 自然災害の頻発化・激甚化 

E 行政経営の変化 

○ スマート自治体への転換 

○ SDGs（持続可能な開発目標）を見据えた取

組 

F その他（地球規模でみる変化） 

○ 世界情勢の不安定化と世界経済の不透明化 

○ 人口増加に伴う食料やエネルギーの需給

バランスの変化 

○ 将来の予測が困難な VUCA の時代 

子育て・教育 

 小中学校給食の完全無償化 

 小中学校の熱中症対策 

 放課後児童クラブ（学童クラブ）利用料の無償化の検討 

 県立中高一貫教育校の本市への設置に向けた働きかけ 

 学校給食共同調理場、統合中学校の整備 

 こども家庭センター、教育支援センターをすこやかセンター内に設置 

健康・福祉・医療 

 診療所開設支援補助金の創設 

 市立病院の医師確保 

産業・経済 

 新産業団地の整備に向けた取組 

 ふるさと応援寄附金の取組拡充 

 産業発展の基盤づくりに向けた働きかけ 

（福島ー米沢間トンネルの整備、JR 米坂線の早期全線復旧、都市計

画道路万世橋成島線の早期着工、国道 121 号の高規格化） 

 メディアコンテンツを活用した誘客促進事業 

環境・防災・社会基盤 

 除雪車運行管理システムの導入と除雪費の時間精算制への移行 

 乗合タクシーと市民バスの取組拡充 

 消防団員の報酬及び出動手当を拡充 

 平和通りの一方通行解除 

協働・魅力創造・行財政 

 塩井及び広幡コミュニティセンターの建設 

 新たに魅力推進課を設置 

 

施策の評価・期待 

 満足度が高い「上下水道・水環境」 

 同   低い「道路・交通網整備」 

 重要度が高い「医療環境」「雪対策」 

 同   低い「国内国際交流・移住定住」 

 
市民ニーズが特に高い施策群 

（重要度が高い×満足度が低い施策） 

◆医療環境 ◆雪対策 ◆道路・交通網整備 

◆商工業振興  ◆雇用環境 ◆農林業振興 

◆障がい福祉 

 

今後の居住意向 

 10・20 歳代は６割台 

 30・40 歳代と 50 歳代以上は７割台 

 

その他の意向 

 市民としての誇り（10 点満点） 5.4 点 

 市の発展への期待（10 点満点） 6.2 点 

 まちづくりへの協働意欲   58.2％ 

 

仕事 

▼職種の希望（上位） 

 高校生は「工業・製造業関係」、「医療関係」、

「公務員」 

 大学生は「工業・製造業関係」、「情報・通信・

IT 関係」、「学術関係」 

▼仕事で重視すること（上位） 

 高校生は「給与水準が高い」、「希望する業種・

職種がある」 

 大学生は「給与水準が高い」、「福利厚生など

（休暇や手当）が充実している」 

▼働く地域（上位） 

 高校生は「わからない」、「首都圏（東京都、神

奈川県、千葉県、埼玉県）」、「米沢市」 

 大学生は「首都圏（東京都、神奈川県、千葉

県、埼玉県）」、「１～４以外の国内（東北地方

や首都圏以外）」、「東北地方（山形県を除く）」 

米沢市のよいところ（市外居住者） 

 高校生は「自然環境にめぐまれている」、「買

い物や生活に便利」、「治安がよい」 

 大学生は「自然環境にめぐまれている」、「治

安がよい」、「まちのイメージがよい」 

 

市民   高校生  大学生 

幸福度（10 点満点） 5.9 点  7.4 点  6.7 点 

暮らしやすい   60.7％  79.7％  45.3％ 

 

幸福度の高さ、暮らしやすさに影響する主な要素 

※アンケート（市民、高校生、大学生） 

市民   高校生  大学生 

将来の不安   「収入や家計」（全調査共通 1 位） 

暮らしにくい   34.4％  19.9％  53.8％ 

 

 
暮らしにくさに影響する主な要素 

 

生活環境 

 首都圏とのアクセスの良さ 

 学園都市 

 ものづくりが盛ん 

 豊富な資源 (温泉、レジャー、伝統文化、食

文化等) 

自然、安全 

 豊かな自然、四季折々の魅力 

 災害が少ない、治安がよい 

歴史、土地柄 

 上杉の城下町、伊達政宗の生誕地 

 人情味あふれる気質 

 地域のつながり、助け合いの精神 

 

生活環境 

 除雪が大変、雪で運転しづらい 

 車社会、公共交通（バスや電車）の本数が少ない 

 ドラッグストアが増加、地元商店の衰退 

 こどもや若者が楽しめる場所が少ない 

 物価が高く、賃金が低い 

安全 

 市民の防災意識が低い 

 街灯が少なく夜間の安全に不安がある 

土地柄・行政 

 変化に消極的な気質 

 公共施設の老朽化 

 行政の発信力不足 

 

※1 強み＝審議会（第２回）意見、アンケート（市民、高校生、大学生）の暮らしやすい理由（自由意見） 弱み＝同 暮らしにくい理由（自由意見）から主な内容をキーワード化
 

こどもの成長 

市内の買い物
環境 

健康 安全 人権尊重 

外出・移動の
しやすさ 自然の豊かさ 

経済的（金
銭的）な不

安 

自己有用感
（社会の一
員の自覚） 

市民協働 

生きがい 

地域の活
気・産業 

まちの魅力 身体的な不
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２ 

前々回計画（1996（平成８）～2005（平成 17）年度） 

「自然、ひと、歴史、みらい、輝く米沢」 

 

前回計画（2006（平成 18）～2015（平成 27）年度） 

「豊かさとやすらぎ 共に創りあげる ときめきの米沢」 

 

現行計画（2016（平成 28）～2025（令和７）年度） 

「ひとが輝き 創造し続ける 学園都市・米沢」 

 

新総合計画（2026（令和８）年度～2035（令和 17）年度） 

 

1. こどもたちが米沢に生まれ育ったことを誇りに思い、自慢できるまち 

2. こどもが安全安心に過ごせるまち 

3. こどもたちがのびのび笑顔で暮らせるまち 

4. 学生が輝き暮らしやすく集まりたくなるまち 

5. 人と人がつながり、心と心がふれあう城下町 

6. 世代を越えたコミュニケーションがあるまち 

7. あらゆる世代の市民が楽しく、安心して、それぞれの責務を果たして活動しているまち 

8. 高齢者が活かされるまち 

9. 健康長寿のまち 

10. 若者が安心して定住できるまち 

11. 魅力ある働きの場があり、住み続ける若者が増えているまち 

12. 歴史や伝統を重んじながら、柔軟に変化し、積極的にチャレンジできるまち 

13. 地産他消のまち（米沢の良い産品を市外でも消費、米沢の魅力を拡散、米沢に来る人・帰る

人の増加） 

14. 雇用と経済が循環し、産業が活発なまち 

15. 楽しく過ごせる空間づくり、人が集まれる場づくり（生活空間、憩いの空間など） 

16. 交通ネットワーク、公共交通機関が充実している（雪に強い）まち 

17. 全ての町内会に機能する防災組織があり、いざという時にみんなで助け合って減災に努

めるまち（防災ネットワークづくり） 

18. SDGsとウェルビーイングを重視し、特に 20 代～30 代にとって魅力的で生活しやすいま

ち 

19. 現状の市民サービスを維持し、コンパクトシティの中で幸福度を高められる生活を目指

せるまち 

20. 自然豊かで緑があふれるまち 

21. 各地域のコミュニティ機能が十分に発揮され、地域活性化がなされているまち 

22. 地域で活躍しているプレイヤーや諸団体が各所でひとつずつの事業をバラバラに推進す

るのではなく、様々な事業を有機的につなげ、その上でより包括的かつ効果的な事業に

展開し、各コミュニティをつなげ拡大していくまち 

23. 人々が助け合い愛が溢れるまち 
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A 人口構造の変化 

人口減少、少子高齢化の進行 

若者世代の首都圏への集中 

 

 
子育て・教育 

 こども・若者の成長と子育て世帯を包括的に支える体制強

化と環境整備 

 郷土の歴史文化と学園都市の資源を生かした教育環境の向上 

 人生 100 年時代に適したひとづくりの充実 

  

 

 

B 社会・経済の変化 

Society5.0、DX の進展 

 

産業構造の変化 

 

働き方の多様化 

 

 
健康・福祉・医療 

 誰もが暮らしやすい地域共生社会の実現 

 健康長寿のまちづくり 

 地域医療体制の強化 

 

 

C くらしの変化 

人生 100 年時代の到来 

共生社会の形成 

多様性の受容、多文化共生 

  

産業・経済 

 市民所得の向上 

 DX、GX を追い風にした地域産業の競争力強化（付加価値

額の増加、生産性の向上） 

 働き方改革、女性活躍、テレワーク等の推進により働く場

所として選ばれる環境整備 

 

D 環境の変化 

脱炭素社会への移行、GX の進展 

自然災害の頻発化・激甚化 

 

 
環境・防災・社会基盤 

 ゼロカーボンシティの実現 

 雪対策、公共交通、安全安心な基盤整備 

 コンパクトで災害に強い都市構造への転換 

 

 

 

E 行政経営の変化 

スマート自治体への転換 

SDGs を見据えた取組 

 

協働・魅力創造・行財政 

 多文化共生（ダイバーシティ、インクルーシブ社会）の実現 

 若い世代が移住・定住しやすい環境整備 

 行政 DX の推進と持続可能でアップデート（最適化）し続

ける行政経営 

   

F その他（地球規模でみる変化） 

○ 世界情勢の不安定化と世界経済の

不透明化 

○ 人口増加に伴う食料やエネルギー

の需給バランスの変化 

○ 将来の予測が困難な VUCA の時代 

 

 

 

生きがい こどもの成長 
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全施策 

全施策 

全施策 

注）矢印は、施策のポイントで特に意識する

社会情勢を結んでいる 

まちの魅力 市民協働 
自己有用感 
（社会の一
員の自覚） 

 
全施策 


